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問合せ先・都市建設部 道路下水道課 管理・交通安全対策グループ 　 電話：042-551-1969（直通）

※交通事故件数のうち調査不能は除外
※死亡事故率＝死亡事故件数÷交通事故件数×100％ 出典：警視庁WEBサイト

防災行政無線（移動系）のデジタル化事業が完了しました。 暑い夏の停電対策  できていますか？

交 通 安 全 に 関 す る お 願 い

首都直下地震等による東京の被害想定が公表されました。

どんなことができるの？

統制台

半固定型

携帯型

車載型

　防災行政無線（移動系）とは、災害時に活用する施設や車両などに配備した無線機同士で、市や消防団の災害活
動における情報の伝達収集を行うシステムです。
　平成 30 年度から令和４年度までの間で実施したデジタル化事業により、市内の各施設や公用車等への機器配
備の充実や、無線電波が微弱であった地域の解消など、より確実かつ迅速な災害活動が行えるようになりました。
　※この事業は「防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金」を活用して実施しました。

　電力の需給バランスの悪化による計画停電や、自然災害等に起因する停電が発生したとき、夏の暑さによる健康
被害が危ぶまれます。飲料水や塩分、あらかじめ凍らせた保冷剤、モバイルバッテリー等の非常用電源を備蓄し、暑
い夏場の停電に備えましょう。
　また、令和４年度の夏季以降、依然として電力需給は厳しい状況が続くと予想されます。熱中症対策のため適切
にエアコンや扇風機を使用しながら、使用していない照明器具やテレビの電源を切るなどの身近な節電に御協力
ください。

　令和４年５月25 日（水）の東京都防災会議にて、首都直下地震等による東京都の新たな被害想定が公表
されました。
　東京都の地下は、大陸プレートと海洋プレートが沈み込む複雑な構造をしており、今後 30 年以内に 70％
の確率でマグニチュード７クラスの首都直下地震が発生されると予想されています。また、福生市の近辺に
は立川断層があり、この断層を震源とする地震が発生した場合には、市内で最大震度７の大きな揺れが発生
するおそれがあります。
　東京都が公表した主な被害想定（立川断層帯地震の被害想定より抜粋）は、次のとおりです。

　被害想定は、過去の災害の実態を踏まえて、専門家が仮説と計算により算出したものです。
　皆さん一人ひとりの意識と行動によって、被害想定は徐々に変わっていきます。家庭での基本的な災害対策
について、今一度確認をしましょう。

「絶対にしない、させない、許さない」
飲酒運転の根絶に御協力をお願いします。

↑携帯型無線機（消防団員や市
役所職員が使用します。）

←車載型無線機（消防団のポン
プ車や公用車に設置しています。）

　大規模災害時に電話回線がつながらないときでも、
個別通信やグループ通信、GPS による追跡、FAX やメー
ルの送受信等、様々な情報のやりとりができます。

建物全壊棟数（ゆれ） 　　　517 棟
火災による焼失棟数 　　　 995 棟
死者 　　　　　　　　　  　44 人
負傷者 　　　　　　　　　463 人
避難者 　　　　　　   　11,517 人

東京都の公表資
料はこちらから御
覧いただけます。

立川断層帯地震（Ｍ7.4）冬・夕方（風速８メートル）

住宅の耐震化など

感震ブレーカーの設置など

死傷者死傷者
火災による焼失棟火災による焼失棟

家具の転倒防止など

建物全壊棟数（ゆれ）建物全壊棟数（ゆれ）

一人ひとりの取組で
目指せ被害ゼロ‼

 飲酒運転は 絶対にダメ！ 飲酒運転は 絶対にダメ！

 「ながらスマホ」はやめましょう！ 「ながらスマホ」はやめましょう！
　 スマートフォン等が原因の交通事故が多発し、社会的な問題となっています。
　令和元年 12 月１日施行の改正道路交通法では、自動車等の運転中にスマートフォン
等を使用する「ながら運転」に関する罰則が強化されました。
　また、自転車走行中や歩行中においても、スマートフォン等の注視に起因する不注意
で相手を死傷させてしまった場合、刑事罰のほか、多額の損害賠償等の民事責任を負う
場合があります。

　道路を安全に通行するために、目と耳からの情報は非
常に大切です。
　前方を見て運転できるように、運転中はスマートフォン
や携帯電話はマナーモードに設定し、目の届かない場所
にしまいましょう。
　また、カーナビの操作や注視、テレビ映像等の視聴を
するときは、安全な場所に停車しましょう。

周りを見て、周りの音を聞いて、
　　　安全に通行を！！
周りを見て、周りの音を聞いて、
　　　安全に通行を！！

世界一の交通安全都市

TOKYO を目指して

　令和３年中の福生警察署管内（福生市、あきる野市の一部、
羽村市、瑞穂町）における飲酒運転
による交通事故件数は３件で、その
全てが福生市内で発生しています。
　左図のとおり、飲酒運転が死亡事
故につながる可能性は、飲酒なしと比
べて約 9.2 倍にもなります。

自分だけでなく、人の命・未来を奪う飲酒運転は

（東京都交通事故防止スローガン）

福生市公式キャラクター 「たっけー☆☆」 

飲酒による都内死亡事故率比較（令和３年）

　東京電力パワーグリッド株式会社では、停電の地域や件数、復旧の見込みなどの
停電情報公開サービスを行っています（QRコードを御利用ください。）。

停電に関するお問合せ先（東京電力パワーグリッド株式会社）
電話：0120-995-007
　　　03-6375-9803（有料）※0120 番号が利用できない場合 停電情報公開サービス

■ 福生市における主な被害想定


